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付録 H：旧バージョンから新バージョンへの入力データの移行方法 

 

ここでは，旧バージョン（以下，「旧 Ver.」と呼ぶ。Ver.2 より前のバージョン）から新バージ

ョン（以下，「新 Ver.」。Ver.2 以降）への入力データを移行する手順を示します。以下の要領に従

うことで，旧 Ver.で作成した入力データを再利用することができるため，「地形データ分布」シー

トを一から作る手間が省けます。 

 

大まかな作業の流れは以下の通りです。 

(1) 移行させたい旧 Ver.と移行先の新 Ver.の両 CDEの準備 

(2) 「設定」シート上での処理 

(3) 「操作」シート上での処理 

(4) 「地形データ分布」シート上での処理 

(5) 計算実行前の最終作業 

 

 では，細かい作業を示していきます。 

(1) 移行させたい旧 Ver.と移行先の新 Ver.の両 CDEの準備 

① 移行させたい旧 Ver.と移行先の新 Ver.の両 CDEを同じパソコン上で起動させます。 

② 両 Ver.の CDEにて，エクセルのツールバーの「表示」にて「見出し」を表示させます。 

 

 
 

③ 両 Ver.の CDEにて，エクセルのツールバーの「校閲」を選択し「シート保護の解除」を

行います。 
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(2)「設定」シート上での処理 

① 新 Ver.の CDEの「設定」シートにて「GPS 機能使用しない」を選択します。 

 

 

② 新 Ver.の CDEの「メッシュサイズ」及び「メッシュ数」(縦方向，横方向の行列数のみ)

を，旧 Ver.に合わせます。 

 

 

 

③ 新 Ver.の CDEの「汚染密度測定日」，「線量を評価する日」は旧 Ver.に合わせてくださ

い。
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④ 新 Ver.の「設定」シートの左上にある「1行追加」「1行削除」ボタンを使い，新 Ver.の

ID の数を旧 Ver.に合わせてください。 
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⑤ 新 Ver.の汚染密度の入力方法にて「直接入力」を選択します。 

 

 
 

⑥ 旧 Ver.にて，「ID」，「色」，「斜面効果」，「ラベル 1」，「ラベル 2」，そして「汚

染密度」の数値(単位選択スイッチは除く)を全て選択し，「コピー」します。 

注）バックグラウンドを含めて選択して下さい。 
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⑦ 旧 Ver.のコピーした位置と重なるように，新 Ver.に「貼り付け」します。 

注）正常に「貼り付け」できない場合は，「形式を選択して貼り付け」から，「Microsoft Excel 

8.0 Format」を選択して貼り付けてください。 
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⑧ 新 Ver.の「設定」シートにて，「除染技術」を「その他」に変更します。 

注）バックグラウンドを除いた全 ID を変更してください。 

［一番上の ID を「その他」に変更した後，フィルハンドル（セル右下にマウスを置

くと現れる）にて他の IDを「その他」に一括変更できます］ 

 

 

⑨ 旧 Ver.にて，入力されている「除染係数」全てを選択し，「コピー」します。 
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⑩ 旧 Ver.のコピーした位置と重なるように，新 Ver.に「貼り付け」します。 

注）正常に「貼り付け」できない場合は，「形式を選択して貼り付け」から，「Microsoft Excel 

8.0 Format」を選択して貼り付けてください。 
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(3)「操作」シート上での処理 

 

① 新 Ver.の CDEにて，「入力パレット」の「データクリア」ボタンをクリックします。 

 

 
 

② 「本当にクリアしますか？」というメッセージが出てきますので，「はい」を選択します。 
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③ 新 Ver.の CDE にて，「地形画像」の「画像ファイル参照」ボタンをクリックし，旧 Ver.

で使用していた画像と同じものを選択し，開きます。 

 

 

 

(4)「地形データ分布」シート上での処理 

① 旧 Ver.にて，セル「A1」のメッシュを選択します。 
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②  旧 Ver.にて，キーボードの「Ctrl」と「Shift」を同時に押している状態で，「→」を一回，

「↓」を一回押し，「Ctrl」と「Shift」から手を放します。（以上の操作により，「操作」

シートに入力されたメッシュがすべて選択されます。「Ctrl」+「A」で選択する方法もあ

りますが，エクセルの仕様制限により，CDE の「地形データ分布」シートでは正常にコ

ピーできませんので使用しないでください） 

 

 

 

 

③ 旧 Ver.にて全メッシュが選択されている状態で「コピー」します。 

 

 

 

 

 

 

キーボード： 

「Ctrl」+「Shift」+「→」 
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④ 新 Ver. にて，セル「A1」のメッシュを選択し，「貼り付け」します。 

注）正常に「貼り付け」できない場合は，「形式を選択して貼り付け」から，「Microsoft 

Excel 8.0 Format」を選択して貼り付けてください。 
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(5) 計算実行前の最終作業 

① 両 Ver.のエクセルのツールバーから「校閲」を選択し「シートの保護」を行います。 

 

 

 

② 新 Ver.の「設定」シートにて，「汚染密度」の単位選択スイッチを，旧 Ver.に手入力で合

わせます。 

 

 

 

以上でデータの移行に関する作業は終わりです。 

 

 


